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摘要 ： 本稿 は 1940 〜1952 年 の 農村に於ける伝統的な家屋害虫の 防除法 ， とくに土用干 し，ハ ェ （蝿），

　　 カ （蚊）お よ びネ ズ ミ （鼠）の 駆除法 に 対 して IPM の 光 を当て る こ とを H的 と して 総括 した．人

　　 と昆 虫 との 関 わ り は古 く広 く深 い の で ，生活の 向上 と安定化の 歴史は 「文化」を生 ん だ もの と考

　　 えられるの で ，語源や 由来に っ い て も若干 の 考察 を試 み た．また 本学会で は，過去 5 年闇 「家屋

　　 害虫の モ ニ タ リン グ」 を年次大会 の メ
ーン テ

ーマ に 連続と り上げて い る の で，ネ ズ ミの モ ； タ リ

　　　ン グに つ い て，ラ ッ トサ イ ン に よ る生息の 確認 と，記号放逐法や捕殺除去法 に よ る 個体数 の 推定

　　 を，わ か り易 く解説 した．モ ニ タ リン グ に よ っ て 防除の 要 ・不要 を判断 し，さ ら に は 防除効 果 の

　　 評価も可能と な る．

L は じ め に

　近年 の 応用動 物昆 虫学 （Applied　Entomology

and 　Zoology）関連分野 の 進歩 に は 目覚 ま し い も

の が あ り， そ の 技術革新に よ っ て 惜 しまれ なが ら

主役の座を降 りた り， あ るい は地方で伝統 を守 り

なが ら息づ い て い る防除法 も少な くな い ． と くに

農薬の 評価 は時代の 影響が極め七大 きい よ うに思

われ る．強力な接触殺虫剤が求め られた時代には

Parathionの評価が すこ ぶ る高 く，
　 Fenitrothion

の評価は低か っ た． しか し人畜 へ の 急性毒性低下

が重大関心事に な っ て くると後者はす ぐれた殺虫

剤 として 脚光を浴び る よ う に な る．一方，残効性

が喜ばれ た時代に は DDT の 評価 は 大変に高か っ

た の が，そ の 後，作物へ の 移行 ， 生物濃縮，人畜

へ の 長期安全性が問題 と な る に 及ん で 使用禁止 と

な っ た こ とか らも窺い知る こ とがで きる．

　今 日の 家屋害虫防除剤の具備すべ き条件と して

は以下の 項目を挙げ る こ とが で きる．

　   効力が優れ ， 抵抗性が生 じ に くい こ と．

　   必要に応 じて 効力 の 持続性が長 い こ と．

1｝ 本稿の 要 旨 は 日本家屋害虫学会第 23 回年次大会

　（2002 年） で 口頭発表 した．
a 東京農業大学

  環境中で の 残留性が低 い こ と．

  ヒ トお よ び ペ
ッ トへ の 毒性が無い こ と．

  人畜 と対象害虫問 の 選 択毒性が 大きく， 安全

　　性が高 い こ と．

  他薬剤 との混用が可能な こ と．

　  取扱 い が簡便で清潔感が高い こ と．

　  建材 ・家具 お よ び収納物 へ の 影響が 無 い こ

　　と．

　  安価 で 入手が容易な こ と．

　本稿は単な る懐古 や感傷 で はな く，
21 世紀に

向け た家屋害虫防除の 「温故知新」を 目的と した

もの で ある．因み に温故知新とは，孔子の 言行を

綴 っ た 「論語」 の 「子 （し），
の た まわ く （曰 く，

宣 く）， 故 （ふ る）きを温 （たず）ね て 新 しきを知

る，を以て 師と為すべ し」を指す．具体的に は，

主 と して 1940 〜1952 年に お ける 筆者の 体験 に

基づ い た もの で ある こ とを お断 りして お く．

　わ が 国の 家屋害虫学 な い しは屋 （室）内害虫学

の 歴史は古い ．松村松年 （1929＞は害虫を   作物

害虫，  森林害虫，  衛生害虫，  室内害虫， 

水産害 虫，お よ び   家畜害虫 な どに大別 して い

る．

　本稿に よ り， 古 くて なお今 日的テ
ー

マ で ある土
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用干 し，蝿 との たたかい，蚊帳と蚊遣 り火，お よ

び家鼠対策な ど に 対 し て ， い くらか で も IPM

（lntegrated　Pest　Management ）の 光が 当た る端

緒にな り得れば幸い で ある．

II． 土 用 干 し

　 1． 方法

　土用干 し（Summer 　airing ）は通称 「虫干 し」 と

言い ，梅雨明 け の 夏や秋に年 3 回，カ ビ （黴）や

虫が っ か な い よ うに畳を上 げ，仕舞 っ て あ る箪笥

の 衣類や長持ちの布団を出して天 日に干 した り風

に当て た りす る こ とで
， ほか に 「虫払い 」，「風入

れ」，「夏干 し」，「曝書」，「衛生」 など と も呼ん で

い る．衣蛾 （図 1）や貯蔵穀物の ゾ ウ ム シ類に は

効果 て きめ ん で あ る．家の 周囲の 清掃や溝 （どぶ ）

さ らい も行い ，簟笥の 中の 樟脳を交換す る こ と も

忘れ な い．カ ラ タチや カヤ の 実，キ ハ ダの 樹皮，

ヤ ブ ニ
ッ ケイ の 枝な ども用 い られ る．桐の 暈笥 は

湿気を吸収 し， 防虫効果が ある と言わ れ て い る．

　
一

般 に 地表温度 は，季節， 時刻， 天候な ど に

よ っ て も異る．樹陰地 ， 芝生地 裸地，ア ス フ ァ

ル ト舗装の 順に高 くな り，
ア ス フ ァ ル ト面 は樹陰

地よ り最高 21℃ ， 平均 14℃ も高 い．ダニ （mite ）

の 防除に は，50℃，30分の 加熱で 充分で ある．気

温が 30℃ 以 上 の と き， 日光の 熱量が lM2 当た

り 1時間 に 600 キ ロ カ ロ リ
ー

以上 あ る と
，

コ ン

ク リ
ー

トや ス レ
ー ト表面 の温度は 50℃ を超え る

の で ，こ の上 に 畳 を寝か せ て 4 時間置 くと，畳の

中心部 も 50℃ に 上が る の で 完全に ダ ニ を殺す こ

とがで きる （市川 ・吉川，1986）．

　ノ シ メ マ ダ ラ メ イ ガ Plodia　 interPunctella

（HVBNER ）は，30℃ 以上か ら行動が活発 と な り，

さ らに温度が上昇す る と次第に興奮状態 とな り，

38℃ 附近で は 苦悶の 状態を呈 す るよ うに な る．

熱麻痺 は 38〜44℃ で あ る （図 2）．多 くの 昆虫の

致死高温帯は 50℃ 附近で あ る．

　2． 由来

　土用 とは
一

般 に， 1 年中で 最も暑 い 季節の 夏の

土用を指 し， ス タ ミナ をっ けるため に土用 の 入 り

（う しの 日） に は 「鰻」を食べ る習慣が生まれた．
図 1　 イ ガ （

一
色）
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1： 微動　　2： 起 き上が る　　3a： 歩行開始　　3b：歩行
4： 翅をふ るわ す　　5： 飛 しょ う　　6：興奮　　7： 熱麻 ひ

　　　　 図 2　ノ シ メ マ ダ ラメ イ ガ の 温度反応
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欧米で も土用 を dog　days と言い，　 dog　star （大

犬座 sirius）が出没する 7 月初めか ら 8月半ばご

ろ まで の 期間を指 して い る．

　と こ ろ で 土用 の 語源 は，「陰陽五 行説
3｝」に よ

る．陰陽五行説とは ， 1 年の 春 ・夏 ・秋 ・ 冬に そ

れぞ れ木 ・火 ・金 ・水を配 し， 土を各節の 終りの

18 日間に当て はめ た もの で ， 冬の 土用 は 1 月 17

日
〜立春 （2月 4 日），春の土用は 4 月 17 日〜立

夏 （5 月 6 日），夏の 土用 は 7月 20 日〜立秋 （8

月 8 日）， 秋の土用は 10月 20 日
〜立冬 （11 月 8

日） に それ ぞ れ 相当する．また ， 各節の 土用 の 入

り （第 1 日 目）を土用太郎， 2 日目を次郎 ， 3 日目

を三郎 と もい う．

III． ハ エ （蝿） とのたたかい

　 1． 方法

　 1） 消極的方法

　  法子 （ほ っ す）

　もとイ ン ド （印度）で ハ エ を払 うの に 用 い た も

の が
，

の ち に法具 とな り， 日本で は禅僧が煩悩 ・

障碍 （害）を払う標識 として 使用するよ うに な っ

た もの で ある．長 い 獣毛 を束ね， こ れ に柄を付 け

た もの で ，元来 は牛や 馬な ど の 動物 （家畜）が尻

尾で ハ エ を追 い払 っ て い たこ とに ヒ ン トを得 た も

の と考え られる．「ハ エ 払 い 」 と も言 う．

　  網戸

　家屋内へ の ハ エ の侵入防止を狙 っ た金網で ，網

目は 16 メ ッ シ ュ 以下であ る．

　  ハ エ 帳 （ち ょ う）

　ハ エ の たか （集）る の を防 ぐた め の 食卓カ バ ー

で ，折 り畳み式が普通．金網製また は布製．「ハ エ

入 らず」， 「ハ エ 覆 い」，「ハ エ 除け」な ど とも い う．

　 2＞ 積極的方法

　   ハ エ と りびん （瓶）

　径 30cm ， 高さ 25　cm ，円形 の 中心部に ハ エ の

好む食物を置 き， 群が っ た ハ エ が飛び立 っ とき透

明な ガ ラ ス に ぶ っ か っ て ，び ん の 水中に落下する

3｝ 中国 に 起 源 した哲理 ，一切 の 万物は 陰陽 二 気 に

　よ っ て 生 じ，五行中，木 ・火 は 陽 に，金 ・水 は 陰 に

　属 し，土は そ の 中間に あ る とし，こ れ らの 消長で天

　地 の 変異，災祥， 人事の吉凶を説明す る．

仕掛けで ある．ハ エ と りびん は ハ エ の個体数調査

（モ ニ タ リ ン グ）に有効で ， イ エ バ エ Musca 　dom −

estica 　vicina　MACQUART （図 3） を集め る に は御

飯，野菜料理 ， 菓子な どを置 く． ミル クや糖蜜，

砂糖な どを浸 み込 ませた脱脂綿を置 い て もよ く集

まる （鈴木 ・緒方，
1952）．ま た，酒粕，酢 も誘引

性が高い （加納 ・田中，1966 ）．ハ エ が食物に群

がる の は，定着因子 （蔗糖 sucrose ）に よ る と こ ろ

が大き い ．

　  ハ エ と り紙

　 ハ エ とり紙の粘着物の 材料に は天然の とりもち

（鳥黐）を用い る． と りもち は モ チ ノ キ科 Aquif −

oliceae 植物の ナ ナ メ ノ キ Ilex　puipurea　HAssK

の 皮か らとる．細長い ハ エ とり リボ ン は天井か ら

吊 して飛翔中の 成虫を捕獲する．

　   ハ エ 叩 き

　 最初の ハ エ 叩 きは，庭園に植栽 して あ る シ ュ ロ

（棕櫚，棕梠，す ろ）TrachycarPus　excels α WENDL ．

（図 4）を用 い た。シ ュ ロ はわが国 （九州）原産の

ヤ シ科 Palmae の 常緑喬木で ，皮を剥が して造園

用の シ ュ ロ 縄 とする （牧野， 1963），

　 3） 生物的防除

　 農村で は ，
ニ ワ トリ （鶏）が ハ エ の 幼虫や さな

ぎを好ん で食 べ るの で 生物的防除に広 く利用 され

る．そ の 他，野鳥 ク モ （蜘蛛），
ハ チ （蜂）， ト

ン ボ （蜻蛉），食虫植物な ど も貢献 して い たよ うに

記憶す る．

　 4） 化学的防除

　   ハ エ ドク ソ ウ

　 ハ エ ドク ソ ウ Phrymα lePtostαchya 　 L．は ，
ハ

エ ド ク ソ ウ科 Phrymaceae 　1科 ・1属 ・1種の 多

図 3　イ エ バ エ （范）
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年草で ，そ の根を麿 り潰 して 米飯とよ く練 り混ぜ

て か らハ エ を殺す の に 使用 され る （図 5）．化学構

造 は Leptostachyol　acetate と Phrymaro1 と命

名 された （高橋 ら，1973）．

　  ハ エ ト リ シ メ ジ

　 ハ エ ト リ シ メ ジ Tricholoma　muscarium 　KA ・

WAMURA は 日本全土に分布す る キ ノ コ で あ る．農

家で は近 くの里山か ら採 っ て来た こ の キ ノ コ の 子

実体 を火で焙り， 小皿 に水 を注い だ中に入れ て ハ

エ の 化学的防除に利用 して い る．

　  テ ン グタケ

　テ ン グタケ Am αnita ρα漉 飢 πα SECR，（図 6）

は ， 俗に ハ エ ト リモ ダシ と も呼ばれ ， イ ボ テ ン酸

（lbotenic　acid ，図 7）が 単離 され た （高橋 ら，

1973）．

　2． 由来

　
一

般 に 「ハ エ 」 とは ，
ハ エ 目 （双翅 目 Diptera）

図 6　 テ ン グ タ ケ

HO

姻　　　　　　　 CH− COOH

　　　　　　　l，、

　　　図 7　イ ボ テ ン 酸

図 4 　シ ュ ロ （牧野）

窘
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図 5
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ハ エ ド ク ソ ウ （牧野）

の う ち ， 環 縫 亜 目 Cyclorrhapha，蝿 群 Musco ・

morpha に属する昆虫を指す （加納，
1966）．日本

か らは約 50 科 3，000 種が記録され て い る． これ

らの ハ エ 類は，家屋や 家具を直接加害す る こ とは

な い が，家屋 内で 発生，もし くは好ん で家屋 内に

侵入する性質 をも っ て い る．

　 ハ エ 類は
一

般に昼間活動性で，明 る い場所を好

み，動物 ・ 植物質 な どあらゆ る有機物か ら発生

し，農村で は畜舎の敷藁や堆肥，都会で は主 に ご

み （塵 ， 芥 ， 埃）が発生源で あ る．成虫 は台所や

居間で ，牛乳や澱粉質 の 食物 な ど に よ くたか る．

イ エ バ エ は羽化場所 か ら半径 100m の 範囲 に 最

も多 く生息 し，温 度 は 11〜12℃，照度 は 15〜

200Lux 以 上で 活動 を開始 す る （佐 々 ・緒方，

1960）．

　
ハ エ は うる さ くて 不快 で あ るばか りで な く非衛

生的で ある．そ の た め 特に 「五 月蝿」 と書い て 古

来 「うるさ い」 と読 ませ る．また 「頭上の 蝿を払

う」 と は差 し迫 っ た当面 の 難題 を解決す る意 に用

い られ， 「ごまの ハ エ 」 と は追 い剥ぎ（highway・

man ）の こ とで ある．ごま の ハ エ （胡麻 の蝿）とは

「護摩の 灰」か ら転じた もの で ，護摩は梵語で焚焼

の意 火炉を設け，乳木を焚い て 本尊の不動明王

に 祈 る こ と，ある い は知慧の 火 で 煩悩の 薪を焚
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き ， 息災 ・増益 ・降伏 ・敬愛を祈願する こ とで あ

る．そ もそ も護摩の 灰は ， 護摩の 修法の 時 に 出る

灰で ある．と こ ろが或 る時，高野聖の 扮装 を し，

弘法大師の護摩の 灰 と称 して 押 し売 りした者が現

われた．転 じて 旅人をだ ま し財物を掠め る盗賊の

意 に 用 い られ る よ うにな っ た もの で ある．胡麻

Sesamum 　indicum　L ．は 6 世紀に 仏教と共 に伝

来 した．黒 い 実 （黒 ご ま）で 料理 し た 食物 に 群

が っ た ハ エ （ごま の はえ） は見分けが っ か な い．

　蝿 と い う文字の 由来は，前脚の しぐさが 恰 も生

命乞 い を して い る よ う に も見え る が ，
ハ エ が縄を

な っ て い る動作に見立て ，虫偏に 縄の つ くり （旁）

を付けた もの である （安富 ， 1970）．なお ，
つ くり

の 黽は カ エ ル （蛙）の 意で あ る．「ハ エ 」 と い う呼

び名 （発音）は 「這 う」に 由来 して い るの で はな

い か と推察 して い る．また，日本列島に は四季が

あ り， 季節に よ り風向きが変わ り，東風 （こ ち），

南風 （は え），西風 （に し）， 北風 （きた）な どの

呼び名が あ り，早春の生 ま暖かい南風 （は え）が

吹 き初 め る頃に ハ エ が発生す る こ と に由来す る説

を提案した い ．

IV． 蚊帳と蚊遣 り火

　1．方法

　 1） 環境整備

　蚊の 幼虫 （ボ ー
フ ラ）は停帯水や 流れ の 淀み

（止水） の み に 見 られ ， 流水域に は発生 しな い の

で ， 発生場所の 除去 （環境整備）が第一で ある．

湿地は溝に よ る排水を行 い
， 池沼や灌漑溝は除草

し，不必要な防火用水や水槽 の 水を抜き ， 墓石や

花立 は土に埋 あ る．水の 停帯 した溝などは清掃 に

よ り排水する．竹の 切株 ， 空 びん，空か ん ，手洗

鉢な どに は水を貯めな い．水 田は 「中干 し」を行

う．

　 2） 蚊帳 （か や）

　成虫 （図 8） は，人や動物の 呼吸 に よ っ て 放出

され る CO2 や汗 に 含 まれ る乳酸 に誘引 され て 飛

来す る．蚊帳，網戸な どに よ っ て 成虫 と人 とを遮

断す る方法 は極め て 有効で あ る．家屋また は部屋

全体を蚊の 成 虫か ら遮断 す る こ とを蚊屋 （蚊除

問）と い う．蚊帳の 網目は約 1mm で ，麻や木綿

の布製 で ，色彩 も涼 しげな水色に 染あ上 げられて

い る．古代 ロ
ーマ で は蚊帳を使用で きる の は女性

に限 られた と伝え られ る．

　 3） 蚊遣 り火

　 ヨ モ ギ Artemisia　vulgaris 　L．を陰干 し し て 藁

で くる ん で 火をっ け ， 腰に結わい て 尻か ら煙を出

しな が ら蚊除けをす る．長野県の 「蚊火」は藁の

代 りにそ ば （蕎麦）殻を使 う （図 9）．「蚊除け」 と

も言う．

　生草 を燃や して煙 を立 て る 「蚊遣 り火」 は通称

「蚊い ぶ （燻）し」とい い，草 は里山か ら早朝に刈

り取 っ て 来 る．新鮮な生草は 先ず牛や馬な ど の 家

図 8 　シ ナ ハ マ ダラ カ

図 9　蚊火 （松本市）
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畜に 餌 （素飼料） として与え ，

一
部は畜舎の 前で

燻 し， 残りは家畜に踏ませ て 廐肥とする．生草の

ほ か，杉の葉 や柑橘の 皮を混ぜ て 燻す と蚊遣 りの

効果 は
一

層増大する．松の 葉を使う蚊遣 りを 「松

葉い ぶ し」 と い う，

　 キ ク科 Compositaeと ミ カ ン 科 Rutaceae 植物

に は殺虫性不胞和脂肪酸イ ソ ブ チ ル ア ミ ド類

（Isobutyl　amide ）が多 く含 まれ て お り ，
こ れ らの

ア ミ ド類は蚊な ど の 小型飛翔性昆虫に対 して 急速

な落下効果 （knockdown ）と強力な殺虫効果 とを

有する の で ある （高橋 ら，1973 ）．

　 4＞ 蚊 とり線香

　室内の蚊を除 くため線香の よ うに焚くもの で ，

除虫菊 （図 10）の 花 ・茎 ・葉の 粉末 に松の 葉 と緑

色染料を加え，棒状または渦巻状に したもの ．有

効成分は ピ レ ス ロ イ ド（Pyrethroids）で ，「蚊遣 り

線香」と もい う． ピ レ ス ロ イ ドは除虫菊 Chrysan−

themun 　cinerariaefolium 　BOCC ．の 花 に含まれ る

ピ レ トリ ン 〔Pyrethrin）な ど の 殺虫成分の 総称 で

あ る．除虫菊は シ ロ バ ナ ム シ ョ ケ ギ クと も言 い
，

原産地 は中央 ア ジ ア の ペ ル シ ャ で ，殺虫用に使わ

れ た歴史 は極め て古 く，今か らおお よそ 1，000 年

前 と考え られ る．日本 へ は明治時代の 初期 （1881）

年に輸入 され，そ の後，天然 ピ レ ス ロ イ ドよ りす

ぐれ た殺虫効果 を示 す ア レ ス リ ン （Allethrin図

ll）を合成 し今 日 に至 っ て い る．い ずれ も昆虫の

中枢神経系に 作用 して 麻痺 さ せ，死 に至 ら しめ

る．

　 5） 注油駆除

　石油 は蚊の 幼虫を殺すた め に使用 され た最初の

殺虫剤の 1 っ で ある．殺虫の メ カ ニ ズ ム は油膜が

図 10　除虫菊 （牧野）

　　　　　　　　 CH3
　　　　　　　　　1
　　　　　　　 ／ C こx

　　　　 O − CH 　　C − CH2 − CH 二 CH2
　　　　 1　　 1　 　 1
　　　　 CO 　H2C − C＝ O
　　　　 I

l：：〉・£U・H − ・H − ・ぐ：：
図 ll ア レ ス リ ン の 構造

幼虫の気管系内に入 っ て窒息す る こ とによ る もの

と考え られ る．1 エ ーカー当た り 25〜60 ガ ロ ン
4）

使用 し， 水表が油膜に よ っ て 完全に 被われる よ う

にする （素木，1962 ）．成分 は，石油 66％ ， 除虫

菊 O．07％，水 33．5％ ， Sodium　lauryl　sulfate

O．05％ と の 混合液 を直前に 10 倍に 薄め て 用 い

る．こ の 液は蚊の 幼虫と蛹を正確に殺すが，他の

生物 ， すなわち魚や植物や水鳥など には無害で あ

る．

　 6） 忌避剤

　蚊 成 虫 （雌）の 忌 避 剤 と し て は Dimethy1−

phthalate を主剤成分と した もの が有効で ある こ

とが知 られて お り，使用法 と して は大別 して皮膚

の 露出部に 塗 る方法 と ， 衣服 に浸み 込 ませ る方法

の 2 っ があ る．前者は，液体 の ま ま数滴を片手 に

受 け，両手 で こ す り合わせ，そ の 手で 顔 ・首 ・

耳 ・手 ・手首な ど の 皮膚 の 露 出部に 一
様に塗 る．

持続時間 は普通 5〜6 時間で ある． また ， 衣服に

塗 っ た場合には皮膚に塗 っ た場合よ りも持続時間

が 長 く， 何 日 も効果が持続 する （佐々 ・鈴木，

1952；佐々 ・緒方， 1960 ）．

　2． 由来

　蚊 （mosquito ）と は
一

般 に，ハ エ 目 （双 翅 目

Diptera）の カ （蚊）科 Culicidaeに 属する昆虫を

指 し，全世界で 34 属， 約 3，000 種が知 られて お

り ， 日本か らは 13 属，約 100 種が見出され て い

る．

　雌成虫 は人畜を吸血 し， 痒み と刺 し跡を残すの

み な らず， シ ナ ハ マ ダ ラ カ AnoPheles　sinensis

WIEDEMANN は マ ラ リヤ 原 虫 を， ア カ イ エ カ

4｝ 1acreは 40a，　 l　gallonは 3．8　1 （米） また は 4．51
　（英），
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Culex　Pipiens　Pallens　CoQuILLETTは フ ィ ラ リア

糸 状 虫 を， コ ガ タ ァ カ イ エ カ C． tri−

taeniorthynchus 　GILLESは 日本脳炎 をそ れぞれ媒

介す る有力なベ ク タ
ーと して 知 られ て い る．こ れ

ら AnoPheles 属 と Culex　reは共 に全世界 に分布

し， 発生源は幼虫の 育っ 場所で あ り，前者は専 ら

水田が，後者は主に池や沼な どで ある （佐々 ら，

1974）。

　蚊 （か）の 発音の 由来に は ， 「か む」説 と 「かゆ

い」 と の 2説が あ る （安富 ， 1970；小西， 1977 ；

笹川， 1979）．蚊の 口器は咀嚼性か ら変化 した吸

収性 口器で あるが ， 地方に よ っ て は蚊に刺される

こ とを 「蚊に くわれる」 とも言 うの で，「かむ」，

「くう」， 「さす」は同義と考え られ る．また，蚊に

「咬まれ る」 と痒 い の で
，

っ ま っ て 「か い」 か ら

「か」 に な っ た もの と思われ る （笹川 ， 1979）．

　
一
方 ， 蚊と い う文字は，周波数 350〜500 ヘ ル

ツ （Hz ）の 雌の 羽音
5｝に 由来す る もの で ， 虫偏と文

（ぶ 〜ん）の 旁か ら成る合成語で ある．幼虫の ボー

フ ラ （孑子）は，呼吸の ため水面 に逆さ に並ん で

い る様子が 「棒振り」に似て い ると こ ろか ら名付

けられた もの で ，オ ニ ボ
ー

フ ラ の 語源は蛹の顔 が

鬼に似て い る こ とに よ る．

　 蚊 の 成虫に は大 ざ っ ぱ に 言 っ て 夜間吸血する も

の と，昼間吸血する もの とが存在す る．おお むね

夜間吸血性の 蚊は ハ マ ダラ カ属 AnOPheles ，イ エ

カ 属 Culex， ヌ カ カ属 M 碗 so漉 α，昼間活動性 の

蚊はヤ ブカ属 Aedes，ク ロ ヤ ブカ属 Armigeres ，ナ

ガ ハ シ カ 属 丁吻 彪 競 4θs で あ る （佐々 ， 1950）．

吸血以外の 時間に は主 に家畜小屋 の 壁に 止ま っ て

休息 して い る．蚊 は風速 2m 以上 の ときに は飛翔

で きな い ．日本列島の 平均風速 は 2m で あ る．

V．家 鼠 対 策

　1． 方法

　1） 環境的防除

　環境を家鼠 （図 12）の 生息 に不適 な もの に変え

て，そ の 数を減 らそ うとす る試み で あ る．家屋周

辺 の 雑草 を刈 り取 っ て ネズ ミ （鼠）の生息環境を

51
蚊の 羽音 は 0．5cm の 距離 で 40 デ シ ベ ル （dB ｝，人

　 の 会話 は 60dB 程 度 で あ る．

破壊する と永久に ネズ ミが減少す るの で 理想に近

い，ま た，ネズ ミが ど こ で ， どん な餌を食 べ て い

るか を調 べ て ，そ の 餌を食 べ られ な い よ うにすれ

ば，ネズ ミは餓死 して しま う．食物をす べ て ネズ

ミの 入 らぬ 所に 収納する こ とが不可欠 とな る．っ

ま り家住性の ネズ ミ に対 して は防そ （鼠）構造を

施す こ とが有効で ， 木造建築では格納を完全 にす

る必要が あ る．

　 2） 被害回避法

　  超音波 （supersonic 　wave ）

　 ネ ズ ミ は夜行性 の 動物で音 に対す る感覚が 発達

し て い る．天井裏 の ク マ ネ ズ ミ Rutt”s　rattus

（LINNAEUS＞は半家 住性 の ド ブ ネ ズ ミ Rnoroe −

gius （BERKENHOUT ）よ りも音に 対 し て 神経質で

1，500 〜2，000 サ イ ク ル の 周波数に 対 して 敏感 な

警戒反応を示す．

　  機械的防除 （mechanical 　control ）

　器具を用い て ネ ズ ミを捕獲 した り，捕殺する方

法を機械的防除法 とい う．一般に 「パ チ ン コ 」 と

呼ばれて い る 「は じきわな」 は時に ネ ズ ミ以外の

猫 ， 犬な ど ， まれ に人間も被害に逢 うこ とが ある，

安全性の 高い罠 に，ネ ズ ミの 好物な餌を入れた金

網型 の 「生け捕 り罠」 や ベ イ トボ ッ ク ス （poison

bait　box ）がある． ベ イ トボ ッ ク ス はネズ ミが 出

入 りで きる小 さな穴が 2 個以上あ り，中に毒餌や

接触粉剤を入れ ，ネ ズ ミの 棲息地や侵入地 に 配置

する方法で ， ネ ズ ミの 学習効果 （慣れ）を回避で

きる．

　   忌j壁剤 （rodent 　repellent ＞

　 結核菌の 抗性物質 で ある ス ト レ プ ト マ イ シ ン

（Streptomycin ＞の 廃液に 対 して ネ ズ ミ は 強 い 忌

避反応を示す． こ の 物質 は シ ク ロ ヘ キ シ ル イ ミ ド

（Cyclohexylimide図 13）と名付 け られ た．化学

式は Cl5H23NO4 で あ る．

図 12 ク マ ネズ ミ （宇 田川）
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礁章
図 13 　シ ク ロ ヘ キ シ ル ミ ドの構造

　  ネズ ミ返 し（rat −proofing　guard ）

　 ネ ズ ミの 侵入を防 ぐため，通路の 一
部に とり付

け る道具 ， あ る い は建造物全体が 防 そ 的構造 に

な っ て い る も の で
， 防そ 壁 （concrete 　curtain

wall ＞，
つ ば型 （flat　guard ），円錐型 （cone 　shaped

guard ）な ど が あ る．「ねずみ返 し」 は柱や梯子 の

上端に 30cm 正方形の 板が 直角に っ け られ た も

の で あ る。

　   ネズ ミ道 （track）を断っ 法

　巣の 入囗 や通路を ブ リキ板など で 防 ぐ．屋内の

直立 したパ イプや柱 ・梁など に強力 な枯着 テ
ー

プ

を設置す る．罠 （trap）を仕掛 け るの もよ い ．

　 3） 生物的防除

　 ネ ズ ミの 捕食性動物で あ る イ タ チ，キ ツ ネ， ヘ

ビ
， 猛禽類な どの 天敵を利用 した方法を生物的防

除とい う．農村で は家ネ ズ ミの 駆除に猫を飼 っ た

歴史は古 く， 土蔵や納屋の 天井 にすみ っ い た青大

将 も保護され て 来た．と こ ろが近年 は，ネズ ミを

捕え る猫が全体 の 37％ 位 しか な く天敵 として の

価値は乏 しい と い う．原因は猫社会に お ける教育

シ ス テ ム が崩壊 し， 飽食に よ っ て 労働意欲が喪失

した ため と思われ る． っ まり，野性 とハ ン グ リ
ー

が 欠如 した の で あ る。

　 4） 殺そ 剤

　   海葱 （か い そ う）

　世界で 最 も古 い殺そ剤で ，
エ ジプ トで は紀元前

2，000 年以上 もの 昔か ら使用 され て い た と伝え ら

れ る．原産地は，地中海沿岸か ら ア フ リカ の 北部

に 自生す る ユ リ科 （Liliaceae）植物 （改g吻 α mar −

itima）で，球根 に 含 まれ る シ リ ロ シ ド （scilliro −

side 　Cli2H44012，図 14） は毒性が強い ため に殺そ

剤 と して 広 く利用 され て 来た． sea　onion は誤解

を招 く名で あ る、

　  黄燐製剤

　に ん に く臭の あ る黄燐 （P）8％ を 含 み， 残 り

OGsHnOi

ぽ
　 　 GGOGH5

図 14　 シ リ コ シ ドの 構造

92 ％ はグ リセ リ ン，糖蜜，澱粉などで ある．古来

よ りネ コ イ ラ ズ （猫要らず）の 名で知 られ て い る．

毒性が極め て 高 く， ネ ズ ミ に対 す る致死量 は 10

〜 15mg ／kg で ある．

　  砒素製剤

　亜砒酸 （AS203）を穀粉 15に 対 して 1 の 割合で

混ぜ た団子を作 る．亜砒酸 は無味無臭 の 粉末で，

ネ ズ ミに 対す る致死量 は 100mg ／kg で あ り，人

畜に対 して も強 い 毒性を有す る の で取 り扱 い に は

注意を要す る．

　  硫黄化合物

　 ア ン ッ
ー

（antu ）の 商品名 と し て 知 られ，化学

式 ClIH12N2S の 有機合成殺そ剤で あ る （図 15）．

白色 の 粉末で 無臭，苦味が あ る．製剤 と して は純

度 80％ の もの が用 い られ ， 穀粉 200g に対 し，

本剤 3g を用 い 毒団子 と して使用する．鶏 ・ 鳩 ・

兎 ・豚 など に は無毒で ，犬 ・猫が誤食 して も苦味

の ため 嘔吐す る．ネ ズ ミ に対す る致死量 は 6．9〜

0．5mg ／kg で あ る．

　  ク マ リ ン 系化合物

　ク マ リ ン 系化合物 とは ， ク マ リ ン （cumarin ）を

母核 とする
一

連 の 化合物群 で ， い ずれ も累積出血

毒 とい う特殊な作用を示す．メ カ ニ ズ ム は血液の

　　 NH − C − NH2

／＼／丶　II

　　I　 IS
丶／ ＼／

図 15　 ア ン ツ
ー

の 構造

6〕 シ ナ ガ ワ ハ ギ Melilotus　 sauveotens 　LEDEB を食べ

　た 牛 が 内出血を起 こ して 死亡す る こ と は以前か ら

　知 られ て い た．
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凝固を司る プ ロ ト ロ ピ ン （protropin）を阻害 して

血液の 凝固作用を失わせ，内出血6｝を起 こ して ネ

ズ ミを死 に致 らしめ る もの で ある、 4 日以上連用

する必要があり，
一

度に大量 を与えて も効果がな

い ．自然死 と大差が な い ため ネ ズ ミが警戒心を起

こ さな い 利 点 が あ る．化 学構 造 は ClgH 且fiO4 で

（図 16）で ， 毒餌用に は O．025〜0．3％ を用い る．

人畜無害．walfarin を 1 年以上 食 べ 続 けて も死

な な い ネ ズ ミが 現 わ れ た の は，血 漿中に pro −

tropin助酵素 の ビ タ ミ ン K が多 くて walfarin が

K を阻害 し切れ な い た め で あ る．

　 2． 由来

　 ネ ズ ミ は哺乳綱 （manmalia ）， げ っ し目（roden ・

tia）， ネズ ミ科 （muridae ）に属す る動物 で ， わが

国か ら は 20 種 ほ ど知 られ て い るが，住家性 ネズ

ミと して 重要な も の は，ク マ ネ ズ ミ （brack　rat．

house 　rat ．　roof 　rat ），　ドブネ ズ ミ （norway 　rat ，

brown 　 rat ）お よ び ハ ツ カ ネ ズ ミ （Japanese

house 　mouse ，　House 　mouse ，　Mus 　musculus 　LIN−

NAEus ）の 3 種 で あ る．

　 ク マ ネ ズ ミ と ド ブ ネズ ミ の 間 に は ， すみ わ け

（habitat　segregation ）がみ られ，1 家屋 に両種が

すみ っ い て い る ときは ， ク マ ネ ズ ミ は家屋 の 上層

部 を占め， ドブネ ズ ミ は周 りの 下水溝か ら土間 ，

台所な ど の 下層部に出没 して 互 い にすみわ け て い

るが ，も し何れ か 1種 しか棲ん で い な い 場合に は

上層か ら下層まで こ の 1種が 占有す る． ド ブネズ

ミ の 行動圏は半径 200m で あ る．

　 ネ ズ ミの 語源に は幾 っ か の説が あ る．「子 （ね）

に住む」「寝ず 見」「盗 み」「寝盗み」が訛 っ た説な

ど が あ る．子 （ね ）の刻 は真夜中の午前零時，方

角は北方を指 し，い ずれ も暗 くて 幽陰な場所 にす

む夜行性 に由来 した もの で ある．因み に鼠 は 「穴

虫」 の 総称 で ， う っ 病 や ふ さ ぎ病 を 「瘋 （そ ，

し ょ ）」 と い う．なお，「虫」 は マ ム シ （蝮）が臥

　 　 OH 　　 H 　　　　　O
／＼／＼　 　 　i　 　 　　 ll
　 II　 「

− C − CHrC − CHs
丶／＼／＼　 　1
　　 0 　 0

ノ ＼

　　　　　 …　 11
　　　　　 丶／

　　　図 16 ク マ
「

丿ン の 構造

した状態の 象形文字で あ り， 虫偏の 付 く動物は広

義 の 虫に含まれ る．

　 また，英語の rat や ドイ ツ 語の rate は ラ テ ン 語

の radare （こそ ごろ削り取 る音 ，
ガ リガ リ齧じる

意） に 由来 して い る．ネズ ミの 歯 は人間の 歯とは

異 な り， 永久に 伸び続け るの で ， か じるもの が な

い と 1 日 に 0，5mm も伸 び る の で 歯が伸 び過 ぎ

て 死ん で しま う．ネズ ミに と っ て 「か じる」 こ と

は生活必須条件 な の で ある．

　ネ ズ ミは 1 つ が い （番）か らネ ズ ミ算式η に 繁

殖 し，や がて 個体数が極限に 対 す る と崩壊現象

（crush ）を起 こ して 再び最初の 1 っ が い に もど る

こ とが知 られ て い る．

VI． ネズミの モ ニ タ リ ン グ

　 1． 定性的方法

　ラ ッ トサ イ ン （rat 　sign ）に よ る生息 の 確認．

　  騒音

　夜間， 天井裏で の 鳴き声や騒音 （rat 　noise ）は生

息が確実で ， ドブネズ ミを 1匹発見 した ら 1〜40

匹 は生存 して い ると言われ て い る，

　  糞

　 ドブネズ ミ は 1 日 に 25〜180 個 の 脱糞 （drop −

ping）を行 い ， 糞が新鮮 な時は黒色で軟 く， や や

光沢が あ る が，次第に 乾燥 し堅 くな る．

　  足跡

　ネズ ミが 出入 りする場所で 軟い土 また は埃の 上

などは明 らか に足跡が 残 る．ネ ズ ミの 通路と覚 し

き所に小麦粉か軽い 着色粉を散布 して お くと足跡

（track）bs
’
つ く．

　  通 路

　ネズ ミが頻繁 に 出入 りする通路は，ネ ズ ミの 下

腹部に 付着 して い る毛脂 ， 煤煙 ， 埃に よ っ て通路

（runway ）が わか る．

　  咬 （噛）跡

　 ネ ズ ミ の 食物に 残す 歯の 咬跡 （gnawing ）は 特

有な もの で ある．

　  鼠穴

　土台下や ごみ捨場の 下等に堀 られ た穴 の 入 囗 に

η
ド ブ ネ ズ ミで は 年間 5，000 匹 とな る．た だ し生存

　率は 3％ の 150 匹で ある，
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ネ ズ ミの 足跡が認 め られ た ら， 紙屑を丸め て 穴に

詰め，軽 く覆土 して お き，翌 日そ の 穴 （burrows ）

が 開 い て お れ ば ネ ズ ミが 生息し て い る証拠で あ

る．

　  体毛や尿に よる汚れ

　 ドブネズ ミは土台下等に穴を堀 り， こ の 中に営

巣 し，
ハ ッ カネ ズ ミは建物内 の 押入等 の物陰や事

務所等に於て は机 ・本箱の 隅等に営巣するが，い

ずれ も体毛や 尿な ど の 汚れ （rub 　marks ）に よ っ て

発見す る こ とが で き る．

　  餌を引か せ る

　ネ ズ ミが 出現 しそ うな場所や 鼠穴 の 入口 附近

に ， 1cm 角に 切 っ た生 さ っ まい もや穀粒 （小麦

粉，破粋 とう もろ こ しな ど） の 無毒餌 （bait　trap）

数個を和紙 に包ん で お捻りに した もの を配置 し，

そ の 消失や喫食か ら生息を判断する．

　  罠で 捕獲す る

　誘餌付金網捕獲器また は，は じきわ な （パ チ ン

コ ） を ネ ズ ミの 巣穴 の 入口 か通路 に設置す る （rat

trap ）．

　  ダ ニ の 発生

　ネ ズ ミに は ダニ （rat 　mite ）が 発生 して い る こ と

が多い の で ，ダニ の 被害が発生 した らネ ズ ミ の 生

息 は確実 で あ る．

　 2． 定量的方法

　個体群生 態学 （population 　ecology ）的方法に

よ る．

　  記号放逐法 （mark 　and 　release 　method ）

　生 け捕 り罠 （alive 　trap ）を多数配置 し， 毎日 1

回見廻 っ て ，捕えた ネズ ミに 個体番 号を施 し，直

ち に そ の ネ ズ ミを捕獲点で ， ま た放 つ の で あ る．

こ の 作業を 4〜5 日問 くり返 して い る と未記号の

個体は次第に減少 して くる，完全に行 けば新個体

は生 け捕 りされず，罠に入る もの は全部記号が付

け られ た もの ばか り とな る．こ の 新個体の合計を

以 て 全体 の 個体数を推定す る こ とが で きる の で あ

る．

　毎日罠 に 入 っ た個体数 に対する記号個数 の 割合

は調査が進む に従 っ て 多 くな る．そ こ で そ の 割合

（Y ）を縦軸に，新個体の 累計数 （X ）を横軸に と り，

そ の 関係点を結ん で 行くと右上 りの 直線が得 られ

る．そ して捕獲個体数が全部記号個休の み とな っ

た時の割合 は 1 とな る の で，求 め られ た線上の Y

＝ 1 に 相当す る点を決定 し， そ の 点に 相当す る新

個体累計数を X 線上 に 求め る． こ の 点が生息推

定数 となる．

　今， 新個体数が第 1 日 目 26 匹 （X ＝ 0），第 2 日

目 22 匹 （X ＝ 26），第 3 日目 11 匹 （X ＝48），第 4

目目 9 匹 （X ＝59）， 第 5 日目 2 匹 （X ＝68）とすれ

ば ， Y ＝1 に相当する点 X は 77 が得 られ， 推定

生息数 は，ほ ぼ 77 匹とな る （図 17），

　  捕殺除去法 （kill　and 　rernoved 　method ）

　調査地域内に 「は じき罠 （snap 　trap ）を配置 し，

毎 日捕殺 され た ネ ズ ミの 個体数 を調 べ ，こ れ に

よ っ て 生息密度 を推定す る方法で あ る．捕殺除去

　 Y1
．0

0，5

01020 　　 　 304Q50

図 17　記号放逐法モ デ ル
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　　　　　 図 18 捕 殺 除 去法 モ デ ル

法で は，毎 日捕殺個体を取 り去る の で調査地域内

の総個体数 は漸次減少する。こ の こ とは前述 の記

号放逐 法に 比 べ て 防除効果を高め る こ と に もな

る、

　今， 第 ］ 日目に 35 匹 ， 第 2 日 目に 15 匹， 第 3

日目に 10 匹の ネ ズ ミが 捕れ た とすれ ば，右下 が

りの 直線が得 られ る．こ の 直線が X 軸 と交わ る

点 66〜67 が生息個体数 と推定 され る （図 18）．
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